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(57)【要約】
　本開示のいくつかの態様は、たとえば、発展型干渉管
理トラフィック適応（ｅＩＭＴＡ）をサポートすること
が可能なＵＥについてのチャネル状態情報（ＣＳＩ）フ
ィードバックを報告するための技法および方法に関する
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　基地局（ＢＳ）と通信するための第１のアップリンク／ダウンリンク（ＵＬ／ＤＬ）サ
ブフレーム構成のシグナリングを受信することと、
　少なくとも２つのサブフレームセットを示す少なくとも１つのチャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）報告構成のシグナリングを受信することと、ここで、各サブフレームセットが干渉測
定リソース（ＩＭＲ）構成に関連する、
　アップリンクサブフレーム中の前記少なくとも２つのサブフレームセットについてのＣ
ＳＩ報告の衝突を検出することと、
　前記アップリンクサブフレーム中のＣＳＩ報告のために前記少なくとも２つのサブフレ
ームセットからの１つのサブフレームセットに優先度を付けることと、
　前記優先度付けに基づいて前記アップリンクサブフレーム中でＣＳＩを報告することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記少なくとも２つのサブフレームセットが、同じＣＳＩプロセスに関連する、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アップリンクサブフレーム中の衝突の下での前記サブフレームセットの中で、最も
低く設定されたサブフレームセットインデックスをもつサブフレームセットが、より高い
優先度を与えられる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＣＳＩ報告構成が、１つまたは複数のコンポーネントキャリアのための１つまたは
複数のＣＳＩプロセスからなり、ＣＳＩ報告の前記優先度付けがさらに、ＣＳＩ報告タイ
プ、ＣＳＩプロセスインデックス、またはコンポーネントキャリアインデックスのうちの
少なくとも１つに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＣＳＩ報告が周期的ＣＳＩ報告タイプである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＵＬ／ＤＬサブフレーム構成が、システム情報ブロック（ＳＩＢ）を介して
シグナリングされる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のＵＬ／ＤＬサブフレーム構成よりも動的である第２のＵＬ／ＤＬサブフレー
ム構成を示す指示を受信すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記衝突を前記検出することが、
　前記動的にシグナリングされた第２のＵＬ／ＤＬサブフレーム構成に基づいて前記ＣＳ
Ｉ報告のためのダウンリンク参照サブフレームを決定すること
を備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ダウンリンク参照サブフレームがアップリンクサブフレームであると決定すること
と、
　前記衝突の前記検出に応答してＣＳＩ報告を変更することと、ここで、前記変更するこ
とが、古いまたは範囲外のうちの少なくとも１つである値をもつ測定報告を送ること、あ
るいはＣＳＩ報告を省略することのうちの少なくとも１つを備える、
を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　少なくとも２つのＩＭＲに対応する干渉測定リソースは、前記少なくとも２つのＩＭＲ
が周期的に発生するサブフレームに限定されるという制約を受けない、請求項１に記載の
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方法。
【請求項１１】
　前記第１のＵＬ／ＤＬサブフレーム構成が、システム情報ブロック（ＳＩＢ）を介して
シグナリングされ、
　前記少なくとも２つのＩＭＲ中の第１のＩＭＲと第２のＩＭＲとのうちの少なくとも１
つが、前記第１のＵＬ／ＤＬサブフレーム構成によるＤＬサブフレーム内のみにあり、
　前記少なくとも２つのＩＭＲ中の前記第１のＩＭＲと前記第２のＩＭＲとのうちの少な
くとも１つが、前記第１のＵＬ／ＤＬサブフレーム構成においてＤＬサブフレームでなか
ったＤＬサブフレーム中で前記制約を受けない、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも２つのＩＭＲ中の前記第１のＩＭＲと前記第２のＩＭＲとのうちの前記
少なくとも１つが、最低サブフレームセットインデックスに関連する前記第１のＵＬ／Ｄ
Ｌサブフレーム構成による前記ＤＬサブフレーム内のみにある、請求項１１に記載の方法
。
【請求項１３】
　基地局（ＢＳ）と通信するための第１のアップリンク／ダウンリンク（ＵＬ／ＤＬ）サ
ブフレーム構成のシグナリングを受信することと、
　少なくとも２つのサブフレームセットを示す少なくとも１つのチャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）報告構成のシグナリングを受信することと、ここで、各サブフレームセットが干渉測
定リソース（ＩＭＲ）構成に関連する、
　アップリンクサブフレーム中の前記少なくとも２つのサブフレームセットについてのＣ
ＳＩ報告の衝突を検出することと、
　前記アップリンクサブフレーム中のＣＳＩ報告のために前記少なくとも２つのサブフレ
ームセットからの１つのサブフレームセットに優先度を付けることと、
　前記優先度付けに基づいて前記アップリンクサブフレーム中でＣＳＩを報告することと
を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも２つのサブフレームセットが、同じＣＳＩプロセスに関連する、請求項
１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記アップリンクサブフレーム中の衝突の下での前記サブフレームセットの中で、最も
低く設定されたサブフレームセットインデックスをもつサブフレームセットが、より高い
優先度を与えられる、請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ＣＳＩ報告構成が、１つまたは複数のコンポーネントキャリアのための１つまたは
複数のＣＳＩプロセスからなり、ＣＳＩ報告の前記優先度付けがさらに、ＣＳＩ報告タイ
プ、ＣＳＩプロセスインデックス、またはコンポーネントキャリアインデックスのうちの
少なくとも１つに基づく、請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ＣＳＩ報告が周期的ＣＳＩ報告タイプである、請求項１３に記載の装置。
【請求項１８】
　前記第１のＵＬ／ＤＬサブフレーム構成が、システム情報ブロック（ＳＩＢ）を介して
シグナリングされる、請求項１３に記載の装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記第１のＵＬ／ＤＬサブフレーム構成よりも動的である第２のＵＬ／ＤＬサブフレー
ム構成を示す指示を受信する
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ようにさらに構成された、請求項１３に記載の装置。
【請求項２０】
　衝突を検出するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサが、前記動的にシグ
ナリングされた第２のＵＬ／ＤＬサブフレーム構成に基づいて前記ＣＳＩ報告のためのダ
ウンリンク参照サブフレームを決定する、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　ダウンリンク参照サブフレームを決定するように構成された前記少なくとも１つのプロ
セッサは、前記ダウンリンク参照サブフレームがアップリンクサブフレームであると決定
し、前記衝突の前記検出に応答してＣＳＩ報告を変更し、ここにおいて、ＣＳＩ報告を変
更するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサが、古いまたは範囲外のうちの
少なくとも１つである値をもつ測定報告を送るか、あるいはＣＳＩ報告を省略するように
構成された、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　少なくとも２つのＩＭＲに対応する干渉測定リソースは、前記少なくとも２つのＩＭＲ
が周期的に発生するサブフレームに限定されるという制約を受けない、請求項１３に記載
の装置。
【請求項２３】
　前記第１のＵＬ／ＤＬサブフレーム構成が、システム情報ブロック（ＳＩＢ）を介して
シグナリングされ、
　前記少なくとも２つのＩＭＲ中の第１のＩＭＲと第２のＩＭＲとのうちの少なくとも１
つが、前記第１のＵＬ／ＤＬサブフレーム構成によるＤＬサブフレーム内のみにあり、
　前記少なくとも２つのＩＭＲ中の前記第１のＩＭＲと前記第２のＩＭＲとのうちの少な
くとも１つが、前記第１のＵＬ／ＤＬサブフレーム構成においてＤＬサブフレームでなか
ったＤＬサブフレーム中で前記制約を受けない、
請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも２つのＩＭＲ中の前記第１のＩＭＲと前記第２のＩＭＲとのうちの前記
少なくとも１つが、最低サブフレームセットインデックスに関連する前記第１のＵＬ／Ｄ
Ｌサブフレーム構成による前記ＤＬサブフレーム内のみにある、請求項２３に記載の装置
。
【請求項２５】
　基地局（ＢＳ）と通信するための第１のアップリンク／ダウンリンク（ＵＬ／ＤＬ）サ
ブフレーム構成のシグナリングを受信するための手段と、
　少なくとも２つのサブフレームセットを示す少なくとも１つのチャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）報告構成のシグナリングを受信するための手段と、ここで、各サブフレームセットが
干渉測定リソース（ＩＭＲ）構成に関連する、
　アップリンクサブフレーム中の前記少なくとも２つのサブフレームセットについてのＣ
ＳＩ報告の衝突を検出するための手段と、
　前記アップリンクサブフレーム中のＣＳＩ報告のために前記少なくとも２つのサブフレ
ームセットからの１つのサブフレームセットに優先度を付けるための手段と、
　前記優先度付けに基づいて前記アップリンクサブフレーム中でＣＳＩを報告するための
手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２６】
　記憶された命令を備える非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記命令は、
　基地局（ＢＳ）と通信するための第１のアップリンク／ダウンリンク（ＵＬ／ＤＬ）サ
ブフレーム構成のシグナリングを受信することと、
　少なくとも２つのサブフレームセットを示す少なくとも１つのチャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）報告構成のシグナリングを受信することと、ここで、各サブフレームセットが干渉測
定リソース（ＩＭＲ）構成に関連する、
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　アップリンクサブフレーム中の前記少なくとも２つのサブフレームセットについてのＣ
ＳＩ報告の衝突を検出することと、
　前記アップリンクサブフレーム中のＣＳＩ報告のために前記少なくとも２つのサブフレ
ームセットからの１つのサブフレームセットに優先度を付けることと、
　前記優先度付けに基づいて前記アップリンクサブフレーム中でＣＳＩを報告することと
を行うための命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の主張
　[0001]本特許出願は、両方とも本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確
に組み込まれる、２０１４年１月７日に出願された国際出願第ＰＣＴ／ＣＮ２０１４／０
７０２３３号、および２０１４年２月１１日に出願された国際出願第ＰＣＴ／ＣＮ２０１
４／０７１９５２号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、複数のサブフレームセ
ットを使用してチャネル状態情報（ＣＳＩ：channel state information）フィードバッ
クを与えるための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなど、様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥ／ＬＴＥアドバンスト（LTE-Advanced）は、第
３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：Third Generation Partn
ership Project）によって公表されたユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーション
ズ・システム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunications System）モバイル規格
の拡張のセットである。ＬＴＥ／ＬＴＥアドバンストは、スペクトル効率を改善し、コス
トを下げ、サービスを改善し、新しいスペクトルを利用し、また、ダウンリンク（ＤＬ）
上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入
力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合すること
によってモバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポートするように
設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増大し
続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これらの改善は
、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能であるべきで
ある。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示のいくつかの態様は、ユーザ機器によるワイヤレス通信のための方法を提
供する。本方法は、概して、基地局（ＢＳ）と通信するための第１のアップリンク／ダウ
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ンリンク（ＵＬ／ＤＬ）サブフレーム構成のシグナリングを受信することと、少なくとも
２つのサブフレームセットを示す少なくとも１つのチャネル状態情報（ＣＳＩ：channel 
state information）報告構成（reporting configuration）のシグナリングを受信するこ
とと、ここで、各サブフレームセットが干渉測定リソース（ＩＭＲ：interference measu
rement resource）構成に関連する、アップリンクサブフレーム中の少なくとも２つのサ
ブフレームセットについてのＣＳＩ報告の衝突を検出することと、アップリンクサブフレ
ーム中のＣＳＩ報告のために少なくとも２つのサブフレームセットからの１つのサブフレ
ームセットに優先度を付けること（prioritizing）と、優先度付けに基づいてアップリン
クサブフレーム中でＣＳＩを報告することとを含む。
【０００６】
　[0006]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は
、基地局（ＢＳ）と通信するための第１のアップリンク／ダウンリンク（ＵＬ／ＤＬ）サ
ブフレーム構成のシグナリングを受信することと、少なくとも２つのサブフレームセット
を示す少なくとも１つのチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告構成のシグナリングを受信する
ことと、ここで、各サブフレームセットが干渉測定リソース（ＩＭＲ）構成に関連する、
アップリンクサブフレーム中の少なくとも２つのサブフレームセットについてのＣＳＩ報
告の衝突を検出することと、アップリンクサブフレーム中のＣＳＩ報告のために少なくと
も２つのサブフレームセットからの１つのサブフレームセットに優先度を付けることと、
優先度付けに基づいてアップリンクサブフレーム中でＣＳＩを報告することとを行うよう
に構成された少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１つのプロセッサに結合された
メモリとを含み得る。
【０００７】
　[0007]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は
、概して、基地局（ＢＳ）と通信するための第１のアップリンク／ダウンリンク（ＵＬ／
ＤＬ）サブフレーム構成のシグナリングを受信するための手段と、少なくとも２つのサブ
フレームセットを示す少なくとも１つのチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告構成のシグナリ
ングを受信するための手段と、ここで、各サブフレームセットが干渉測定リソース（ＩＭ
Ｒ）構成に関連する、アップリンクサブフレーム中の少なくとも２つのサブフレームセッ
トについてのＣＳＩ報告の衝突を検出するための手段と、アップリンクサブフレーム中の
ＣＳＩ報告のために少なくとも２つのサブフレームセットからの１つのサブフレームセッ
トに優先度を付けるための手段と、優先度付けに基づいてアップリンクサブフレーム中で
ＣＳＩを報告するための手段とを含む。
【０００８】
　[0008]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）と通信するための第１のアップリン
ク／ダウンリンク（ＵＬ／ＤＬ）サブフレーム構成のシグナリングを受信することと、少
なくとも２つのサブフレームセットを示す少なくとも１つのチャネル状態情報（ＣＳＩ）
報告構成のシグナリングを受信することと、ここで、各サブフレームセットが干渉測定リ
ソース（ＩＭＲ）構成に関連する、アップリンクサブフレーム中の少なくとも２つのサブ
フレームセットについてのＣＳＩ報告の衝突を検出することと、アップリンクサブフレー
ム中のＣＳＩ報告のために少なくとも２つのサブフレームセットからの１つのサブフレー
ムセットに優先度を付けることと、優先度付けに基づいてアップリンクサブフレーム中で
ＣＳＩを報告することとを行うための命令を備える非一時的コンピュータ可読媒体を提供
する。
【０００９】
　[0009]態様は、概して、添付の図面に関して本明細書で実質的に説明し、添付の図面に
よって示されるように、方法、装置、システム、コンピュータプログラム製品、および処
理システムを含む。「ＬＴＥ」は、概して、ＬＴＥおよびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－
Ａ）を指す。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
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【図１】[0010]ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】[0011]アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0012]ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0013]ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】[0014]ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
ャの一例を示す図。
【図６】[0015]本開示のいくつかの態様による、アクセスネットワーク中の発展型ノード
Ｂおよびユーザ機器の一例を示す図。
【図７】[0016]アップリンク／ダウンリンクサブフレーム構成のリストを示す図。
【図８】[0017]例示的なサブフレームフレームフォーマットを示す図。
【図９】[0018]本開示のいくつかの態様による、異なるＩＭＲ配置シナリオ（different 
IMR placement scenarios）を示す図。
【図１０】[0019]本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信のための例示的な動作
１０００を示す図。
【図１１】[0020]本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信のための例示的な動作
１１００を示す図。
【図１２】[0021]本開示のいくつかの態様による、フレキシブルサブフレーム中にＩＭＲ
を配置することを示す図。
【図１３】[0022]本開示のいくつかの態様による、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス
通信のための例示的な動作１３００を示す図。
【図１４】[0023]本開示のいくつかの態様による、ＵＬサブフレーム中のＣＳＩ報告のた
めの２つのサブフレームセット間の衝突の一例を示す図。
【図１５】[0024]本開示のいくつかの態様による、測定のための有効なＤＬサブフレーム
が存在しないときに報告するためのオプションを示す図。
【図１６】[0025]本開示のいくつかの態様による、動的サブフレーム再構成によりＩＭＲ
サブフレームがＤＬからＵＬにどのように変化し得るかを示す図。
【詳細な説明】
【００１１】
　[0026]場合によっては、たとえば、実際のトラフィックニーズに基づいて、および／ま
たは干渉を管理するのを助けるように、時分割複信（ＴＤＤ）ダウンリンク／アップリン
ク（ＤＬ／ＵＬ）サブフレーム構成が動的に適応される。この概念は、トラフィック適応
のための発展型干渉管理（ｅＩＭＴＡ：evolved interference management for traffic 
adaption）と呼ばれることがある。
【００１２】
　[0027]しかしながら、場合によっては、この適応は、チャネル状態情報（ＣＳＩ）測定
および報告において問題を生じ得る。一例として、場合によっては、動的再構成により、
ＣＳＩを報告する際に使用されるリソースをもつサブフレームがＤＬからＵＬに変化し得
る。その結果、ＵＥは、報告するのに有効な測定値を有しないことがある。本開示の態様
は、動的サブフレーム再構成をサポートすることが可能なＵＥについてのＣＳＩ測定およ
びＣＳＩ報告に関するそのような問題に対処するための技法を提供する。
【００１３】
　[0028]添付の図面に関して以下に示す詳細な説明は、様々な構成を説明するものであり
、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない。詳細な説明は
、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの概念は
これらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には明らかであろう。いくつかの
例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られている構造および構成要素
をブロック図の形式で示す。
【００１４】
　[0029]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示
する。これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素」
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と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、ア
ルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、またはそれらの組合せを使用して実装され得る。そのような要素がハードウェアとし
て実装されるか、ソフトウェアとして実装されるかは、特定の適用例および全体的なシス
テムに課される設計制約に依存する。
【００１５】
　[0030]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイ
ス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわた
って説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある。処
理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェア
は、ソフトウェア／ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述
言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラ
ムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、
ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ファームウェア、ルーチン、
サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを
意味すると広く解釈されたい。
【００１６】
　[0031]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装され
る場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒
体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コンピュータ可読媒体
はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任
意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒
体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＰＣＭ（相変化メモリ（phase chan
ge memory））、フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁
気ディスクストレージ、または他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ
構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用され得、コンピュ
ータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。本明細書で使用
するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）
、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディス
ク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびＢｌｕ－ｒａ
ｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は通常、データを磁気的に再
生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコン
ピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００１７】
　例示的なワイヤレスネットワーク
　[0032]図１に、本開示の態様が実行され得るワイヤレス通信ネットワーク１００（たと
えば、ＬＴＥネットワーク）を示す。たとえば、ＵＥ１０２は、ｅＩＭＴＡ　ＬＴＥベー
スの通信の場合のＣＳＩ報告および測定において発生する衝突に対処するために、本明細
書で説明する技法を利用し得る。
【００１８】
　[0033]ワイヤレス通信ネットワーク１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolve
d Packet System）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユ
ーザ機器（ＵＥ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲ
ＡＮ：Evolved UMTS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコ
ア（ＥＰＣ：Evolved Packet Core）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subs
criber Server）１２０と、事業者のＩＰサービス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のア
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クセスネットワークと相互接続することができるが、簡単のために、それらのエンティテ
ィ／インターフェースは図示されていない。例示的な他のアクセスネットワークは、ＩＰ
マルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）ＰＤＮ、インターネ
ットＰＤＮ、管理ＰＤＮ（administrative PDN）（たとえば、プロビジョニングＰＤＮ（
Provisioning PDN））、キャリア固有のＰＤＮ、事業者固有のＰＤＮ、および／またはＧ
ＰＳ　ＰＤＮを含み得る。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、
当業者なら容易に諒解するように、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回線交
換サービスを提供するネットワークに拡張され得る。
【００１９】
　[0034]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含
む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーン
プロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、Ｘ２インターフェース（たとえば、バック
ホール）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、トランシ
ーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（
ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）
、アクセスポイント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０
６は、ＵＥ１０２のためにＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与え得る。ＵＥ１０２の
例としては、セルラーフォン、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：se
ssion initiation protocol）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線
、全地球測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオ
プレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、ネットブック
、スマートブック、ウルトラブック（an ultrabook）、または任意の他の同様の機能デバ
イスがある。ＵＥ１０２は、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加
入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレス
デバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端
末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント
、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれること
もある。
【００２０】
　[0035]ｅＮＢ１０６はＳ１インターフェースによってＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰ
Ｃ１１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１
２と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、パケットデータネットワ
ーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ１１８とを含む。ＭＭＥ１１２は、
ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して、
ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービング
ゲートウェイ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲー
トウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス割振りな
らびに他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰサービス１２２に接
続される。事業者のＩＰサービス１２２は、たとえば、インターネット、イントラネット
、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）、およびＰＳ（パケット交換）ストリーミ
ングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）を含み得る。このようにして、ＵＥ１０
２は、ＬＴＥネットワークを通してＰＤＮに結合され得る。
【００２１】
　[0036]図２は、本開示の態様が実行され得る、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにお
けるアクセスネットワーク２００の一例を示す図である。たとえば、ＵＥ２０６は、ｅＩ
ＭＴＡ　ＬＴＥベースの通信の場合のＣＳＩ報告および測定において発生する衝突に対処
するために、本明細書で説明する技法を利用し得る。
【００２２】
　[0037]図示の例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセルラー領域（セル
）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２０８（one or m
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ore lower power class eNBs 208）は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセ
ルラー領域２１０を有し得る。より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、リモートラジオヘ
ッド（ＲＲＨ：remote radio head）と呼ばれることがある。より低い電力クラスのｅＮ
Ｂ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、または
マイクロセルであり得る。マクロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当て
られ、セル２０２中のすべてのＵＥ２０６のためにＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを
与えるように構成される。アクセスネットワーク２００のこの例では集中コントローラは
ないが、代替構成では集中コントローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制
御、承認制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲ
ートウェイ１１６への接続性を含む、すべての無線関係機能を担当する。ネットワーク２
００はまた、１つまたは複数のリレー（図示せず）を含み得る。一適用例によれば、ＵＥ
はリレーとして働き得る。
【００２３】
　[0038]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ：frequency division duplexing）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポート
するために、ＯＦＤＭがＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ上で使用される。当業
者が以下の詳細な説明から容易に諒解するように、本明細書で提示する様々な概念はＬＴ
Ｅ適用例に好適である。ただし、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用す
る他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、これらの概念は、エボリューショ
ンデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data Optimized）またはウルトラモ
バイルブロードバンド（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ
２０００規格ファミリーの一部として第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰ
Ｐ２：3rd Generation Partnership Project 2）によって公表されたエアインターフェー
ス規格であり、移動局へのブロードバンドインターネットアクセスを提供するためにＣＤ
ＭＡを採用する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））と
ＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形態とを採用するユニバーサル地上無線アクセ
ス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通
信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communicati
ons）、ならびに、ＯＦＤＭＡを採用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTR
A）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ
（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．
２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭ、に拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴ
Ｓ、ＬＴＥおよびＧＳＭは３ＧＰＰ（登録商標）団体からの文書に記載されている。ＣＤ
ＭＡ２０００およびＵＭＢは３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実
際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課される
全体的な設計制約に依存することになる。
【００２４】
　[0039]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信
ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デ
ータストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、
または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これ
は、各データストリームを空間的にプリコーディングし（たとえば、振幅および位相のス
ケーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーデ
ィングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディン
グされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ
２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々は、そのＵＥ２０
６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上
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で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、これ
により、ｅＮＢ２０４は、各空間的にプリコーディングされたデータストリームのソース
を識別することが可能になる。
【００２５】
　[0040]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通した送信のための
データを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにおい
て良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルスト
リームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２６】
　[0041]以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様について、ＤＬ上で
ＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関して説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシン
ボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトラム拡散（spread-s
pectrum）技法である。サブキャリアは正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサ
ブキャリアからデータを復元することを可能にする「直交性（orthogonality）」を与え
る。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干渉をなくす（combat inter-OFDM-symbol inter
ference）ために、ガードインターバル（a guard interval）（たとえば、サイクリック
プレフィックス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力
比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤ
ＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００２７】
　[0042]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレー
ム（１０ｍｓ）は、０～９のインデックスをもつ等しいサイズの１０個のサブフレームに
分割され得る。各サブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタ
イムスロットを表すためにリソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソース
ブロックを含む。リソースグリッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リ
ソースブロックは、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、各ＯＦ
ＤＭシンボル中のノーマルサイクリックプレフィックスについて、時間領域中に７個の連
続するＯＦＤＭシンボル、または８４個のリソース要素を含んでいる。拡張サイクリック
プレフィックスについて、リソースブロックは、時間領域中に６個の連続するＯＦＤＭシ
ンボルを含んでおり、７２個のリソース要素を有する。Ｒ３０２、Ｒ３０４として示され
るリソース要素のいくつかはＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ：DL reference signal）を含む
。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-speci
fic RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ
－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical DL shared cha
nnel）がマッピングされるリソースブロック上のみで送信される。各リソース要素によっ
て搬送されるビット数は変調方式に依存する。したがって、ＵＥが受信するリソースブロ
ックが多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのためのデータレートは高くなる。
【００２８】
　[0043]ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢ中の各セルについて１次同期信号（ＰＳＳ：prim
ary synchronization signal）と２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchronization si
gnal）とを送り得る。１次同期信号および２次同期信号は、それぞれ、ノーマルサイクリ
ックプレフィックス（ＣＰ：cyclic prefix）をもつ各無線フレームのサブフレーム０お
よび５の各々中のシンボル期間６および５において送られ得る。同期信号は、セル検出お
よび捕捉のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、サブフレーム０のスロット１中
のシンボル期間０～３において物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：Physical Bro
adcast Channel）を送り得る。ＰＢＣＨはあるシステム情報を搬送し得る。
【００２９】
　[0044]ｅＮＢは、各サブフレームの最初のシンボル期間において物理制御フォーマット
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インジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Channel）
を送り得る。ＰＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用されるシンボル期間の数（Ｍ）
を搬送し得、ただし、Ｍは、１、２または３に等しくなり得、サブフレームごとに変化し
得る。Ｍはまた、たとえば、リソースブロックが１０個未満である、小さいシステム帯域
幅では４に等しくなり得る。ｅＮＢは、各サブフレームの最初のＭ個のシンボル期間にお
いて物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical HARQ Indicator Channe
l）と物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Control Channel
）とを送り得る。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automat
ic repeat request）をサポートするための情報を搬送し得る。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのた
めのリソース割振りに関する情報と、ダウンリンクチャネルのための制御情報とを搬送し
得る。ｅＮＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間において物理ダウンリンク共有チ
ャネル（ＰＤＳＣＨ）を送り得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上でのデータ送信のため
にスケジュールされたＵＥのためのデータを搬送し得る。
【００３０】
　[0045]ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにお
いてＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮＢは、これらのチャネルが送られ
る各シンボル期間においてシステム帯域幅全体にわたってＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨ
を送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のいくつかの部分においてＵＥのグループにＰＤ
ＣＣＨを送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分において特定のＵＥにＰＤＳ
ＣＨを送り得る。ｅＮＢは、すべてのＵＥにブロードキャスト方式でＰＳＳ、ＳＳＳ、Ｐ
ＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥにユニキャスト方法でＰＤ
ＣＣＨを送り得、また特定のＵＥにユニキャスト方法でＰＤＳＣＨを送り得る。
【００３１】
　[0046]各シンボル期間においていくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リソ
ース要素（ＲＥ：resource element）は、１つのシンボル期間において１つのサブキャリ
アをカバーし得、実数値または複素数値であり得る１つの変調シンボルを送るために使用
され得る。各シンボル期間において基準信号のために使用されないリソース要素は、リソ
ース要素グループ（ＲＥＧ：resource element group）に構成され得る。各ＲＥＧは、１
つのシンボル期間中に４つのリソース要素を含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０
において、周波数にわたってほぼ等しく離間され得る、４つのＲＥＧを占有し得る。ＰＨ
ＩＣＨは、１つまたは複数の構成可能なシンボル期間において、周波数にわたって拡散さ
れ得る、３つのＲＥＧを占有し得る。たとえば、ＰＨＩＣＨのための３つのＲＥＧは、す
べてシンボル期間０に属し得るか、またはシンボル期間０、１、および２において拡散さ
れ得る。ＰＤＣＣＨは、たとえば、最初のＭ個のシンボル期間において、利用可能なＲＥ
Ｇから選択され得る、９、１８、３６、または７２個のＲＥＧを占有し得る。ＲＥＧのい
くつかの組合せのみがＰＤＣＣＨに対して可能にされ得る。本方法および装置の態様にお
いて、サブフレームは、２つ以上のＰＤＣＣＨを含み得る。
【００３２】
　[0047]ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知り
得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨのためのＲＥＧの様々な組合せを探索し得る。探索すべき組合
せの数は、一般に、ＰＤＣＣＨに対して可能にされる組合せの数よりも少ない。ｅＮＢは
、ＵＥが探索することになる組合せのいずれかにおいてＵＥにＰＤＣＣＨを送り得る。
【００３３】
　[0048]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬの
ための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され
得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能
なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報を送信するため
にＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべて
のリソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、単一のＵＥがデータセクション中
の連続サブキャリアのすべてを割り当てられることを可能にし得る、連続サブキャリアを
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含むデータセクションを生じる。
【００３４】
　[0049]ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブロ
ック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられ得る。ＵＥは、ｅＮＢにデータを送信するために
、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂをも割り当てられ得る。Ｕ
Ｅは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル（
ＰＵＣＣＨ：physical UL control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、デー
タセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣ
Ｈ：physical UL shared channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の両方を送信
し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周波数上にわたってホ
ッピングし得る。
【００３５】
　[0050]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するために、リソースブロ
ックのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いか
なるＵＬデータ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアクセスプリアン
ブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネ
ットワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、あ
る時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨには
ない。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレー
ムのシーケンス中で搬送され、ＵＥはフレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試み
のみを行うことができる。
【００３６】
　[0051]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロト
コルアーキテクチャは、レイヤ１と、レイヤ２と、レイヤ３との３つのレイヤとともに示
されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理
機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ２レ
イヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅＮＢ
との間のリンクを担当する。
【００３７】
　[0052]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終
端される、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と、無
線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータコン
バージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サブレ
イヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１
８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（た
とえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイヤと
を含めてＬ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００３８】
　[0053]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するための上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ
５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリアセンブリと、紛失
データパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）による、順が狂った
受信を補正するためのデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、
論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０
はまた、ＵＥの間で１つのセル内の様々な無線リソース（たとえば、リソースブロック）
を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまたＨＡＲＱ動作を担当する。
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【００３９】
　[0054]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
ヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を含む
。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと
、ｅＮＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担
当する。
【００４０】
　[0055]図６は、本開示の態様が実行され得るアクセスネットワークにおいてＵＥ６５０
と通信しているｅＮＢ６１０のブロック図である。たとえば、ＵＥ６５０は、ｅＩＭＴＡ
　ＬＴＥベースの通信の場合のＣＳＩ報告および測定において発生する衝突に対処するた
めに、本明細書で説明する技法を利用し得る。
【００４１】
　[0056]ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントローラ／プロ
セッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤの機能を実
装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリックに基づ
いて、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテーションおよび並べ替えと、論理
チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、様々な優先度メトリックに基づく
ＵＥ６５０への無線リソース割振りとを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、
ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００４２】
　[0057]ＴＸプロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々な
信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ：
forward error correction）を容易にするためのコーディングおよびインターリービング
と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ：binary phase-shi
ft keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：quadrature phase-shift keying）、
Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift keying）、多値直交振幅変調（Ｍ
－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に基づいた信号コンスタレーション
へのマッピングとを含む。コーディングされ、変調されたシンボルは、次いで、並列スト
リームに分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、
時間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され
、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して
互いに組み合わされて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルが
生成される。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプ
リコーディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングお
よび変調方式を決定するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定
値は、ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバッ
クから導出され得る。各空間ストリームは、次いで、別個の送信機６１８ＴＸを介して異
なるアンテナ６２０に与えられる。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間
ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４３】
　[0058]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６はＬ１レ
イヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられ
た任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行する。複数の空
間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって単
一のＯＦＤＭシンボルストリームに組み合わされ得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで
、高速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用してＯＦＤＭシンボルス
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トリームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブ
キャリアごとに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボ
ルと基準信号とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレ
ーションポイントを決定することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チ
ャネル推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで
、物理チャネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元す
るために復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いで、コント
ローラ／プロセッサ６５９に与えられる。
【００４４】
　[0059]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メ
モリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、制御／プロセッサ
６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポー
トチャネルと論理チャネルとの間の多重分離（demultiplexing）と、パケットリアセンブ
リと、解読（deciphering）と、ヘッダ復元（decompression）と、制御信号処理とを行う
。上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを表す、
データシンク６６２に与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシン
ク６６２に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポ
ートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使
用した誤り検出を担当する。
【００４５】
　[0060]ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべて
のプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に
、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント
化および並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づいた論理チャネルと
トランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよび制
御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、Ｈ
ＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信と、ｅＮＢ６１０へのシグナリングとを担当する。
【００４６】
　[0061]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方
式を選択することと、空間処理を容易にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８
によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別
個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられる。各送信機６５４ＴＸ
は、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４７】
　[0062]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法
でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０にその情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レ
イヤを実装し得る。
【００４８】
　[0063]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得
る。メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、制御／プロ
セッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポー
トチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、解読と、ヘッ
ダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤパ
ケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、Ｈ
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ＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用した誤
り検出を担当する。
【００４９】
　[0064]コントローラ／プロセッサ６７５、６５９は、本開示のいくつかの態様に従って
動作するように、それぞれ、ｅＮＢ６１０およびＵＥ６５０における動作を指示し得る。
たとえば、ＵＥ６５０におけるコントローラ／プロセッサ６５９および／または他のプロ
セッサおよびモジュールは、図１１に示されている動作１１００および／または図１３に
示されている動作１３００を実行するか、あるいはＵＥにそれらの動作を実行するように
指示し得る。同様に、ｅＮＢ６１０におけるコントローラ／プロセッサ６７５および／ま
たは他のプロセッサおよびモジュールは、図１０に示されている動作１０００を実行する
か、あるいはｅＮＢ６１０にそれらの動作を実行するように指示し得る。
【００５０】
　例示的なサブフレーム構成
　[0065]図７に、ＬＴＥ　ＴＤＤのための例示的なフレーム構造７００を示す。図７に示
されているように、１０ｍｓ無線フレーム７０２は、等しい長さ（たとえば、５ｍｓ）の
２つのハーフ・フレーム７０４からなり、各ハーフ・フレームは、１０個のスロット、ま
たは８つのスロット（たとえば、スロット７０６）＋スペシャルサブフレーム７０８中の
３つのスペシャルフィールド、ＤｗＰＴＳ（ダウンリンクパイロットタイムスロット（do
wnlink pilot time slot））と、ＧＰ（ガード期間（guard period））と、ＵｐＰＴＳ（
アップリンクパイロットタイムスロット（uplink pilot time slot））とからなる。各ス
ロット７０６は長さが０．５ｍｓであり、２つの連続するスロットは、ちょうど１つのサ
ブフレーム７１０を形成する。
【００５１】
　[0066]無線フレーム内で、ＬＴＥ　ＴＤＤは、ダウンリンク送信とアップリンク送信と
の間で複数回切り替わり、その逆も同様である。ガード期間（ＧＰ）は、ダウンリンクか
らアップリンクに切り替わるときにＤｗＰＴＳとＵｐＰＴＳとの間に挿入される。ＧＰの
持続時間は、基地局から移動局へのおよびその逆の信号伝搬時間、ならびに移動局が受信
することから送ることに切り替わるのに必要な時間に依存する。個々のスペシャルフィー
ルドの長さは、ネットワークによって選択されたアップリンク／ダウンリンク構成に依存
するが、３つのスペシャルフィールドの全長は１ｍｓの一定のままである。
【００５２】
　[0067]ＬＴＥ　ＴＤＤでは、送信方向は、異なるサブフレーム中でＵＬデータおよびＤ
Ｌデータを搬送することによって分離される。図８の表８００に示されているように、７
つの可能なＤＬおよびＵＬサブフレーム構成がサポートされる。
【００５３】
　[0068]テーブル８００の列８０２に示されているように、７つのＵＬ／ＤＬ構成はイン
デックス０～６によって識別される。列８０６に示されているように、サブフレーム中の
「Ｄ」はＤＬデータ送信を示し、「Ｕ」はＵＬデータ送信を示し、「Ｓ」は、図７に関し
て上記で説明したように、スペシャルフィールドＤｗＰＴＳとＧＰとＵｐＰＴＳとを有す
るスペシャルサブフレームを示す。列８０４に示されているように、２つの切替え周期性
、５ｍｓおよび１０ｍｓがある。５ｍｓ周期性（たとえば、サブフレーム構成０～２およ
び６）の場合、図７に示されているように、１つの１０ｍｓフレーム中に２つのスペシャ
ルサブフレームがある。１０ｍｓ周期性（たとえば、サブフレーム構成３～５）の場合、
１つのフレーム中に１つのスペシャルサブフレームがある。
【００５４】
　ＬＴＥにおけるｅＩＭＴＡのための２つのサブフレームセットのＣＳＩフィードバック
　[0069]動的サブフレーム構成をサポートするＵＥは、ｅＩＭＴＡの場合と同様に、ＣＳ
Ｉを測定および報告するときに、いくつかの課題を有し得る。本開示の態様は、動的サブ
フレーム再構成をサポートすることが可能なＵＥによるＣＳＩ報告のために使用され得る
技法を提供する。
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【００５５】
　[0070]ＣＳＩ報告を容易にするために、いくつかの規格（たとえば、ＬＴＥリリース１
１）は、ｅＮＢが干渉状態を決定するのを助け得る測定値をＵＥが報告することを可能に
するＵＥ固有な干渉測定リソース（ＩＭＲ）を導入している。場合によっては、ＵＥは、
ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇパラメータおよびｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇパラメー
タなどのいくつかのパラメータに基づいて別個のＩＭＲで構成され得る。ｓｕｂｆｒａｍ
ｅＣｏｎｆｉｇパラメータは、どのサブフレームがＩＭＲを含んでいるかをシグナリング
し、一緒にコーディングされた周期性およびサブフレームオフセットを有する。ｒｅｓｏ
ｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇパラメータは、どのリソース要素（ＲＥ）が、非ゼロ電力（ＮＺＰ
：non-zero-power）チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ：channel state informat
ion reference signal）リソースによって占有されるか（すなわち、どのパターンが使用
されるか）を識別する。
【００５６】
　[0071]従来のシステムでは、ＩＭＲスケジューリングは追加の制約を受け得る。たとえ
ば、第１の制約は、１つのＵＥのために構成されたすべてのＩＭＲが、特定のＵＥのため
に実際に構成されることも構成されないこともある１つの仮想ゼロ電力（ＺＰ：zero-pow
er）ＣＳＩ－ＲＳ構成のサブセットであり得るということである。第２の制約は、ＵＥの
ために構成された各ＩＭＲが、そのＵＥのための少なくとも１つの構成されたＺＰ　ＣＳ
Ｉ－ＲＳリソースによってカバーされ得るが、ＵＥのために構成されたＩＭＲは、必ずし
も同じＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ構成によってカバーされなければならないとは限らないという
ことである。
【００５７】
　[0072]図９に示されているように、第１の制約は、すべてのＩＭＲが５ｍｓグリッド上
に位置する（fall onto a 5ms grid）ことを要求する。たとえば、図９は、上記の第１の
制約により、ＩＭＲが可能にされるときの２つのシナリオと、ＩＭＲが可能にされないと
きの１つのシナリオとを示している。シナリオ１において見られ得るように、２つのＩＭ
Ｒ（ＩＭＲ１およびＩＭＲ２）は、それらが両方とも同時に同じサブフレーム中に位置し
、５ｍｓの倍数にあるときに可能にされ得る。シナリオ２は、ＩＭＲ１とＩＭＲ２が５ｍ
ｓグリッド上に互い違いに配置される（staggered on a 5ms grid）とき、それらが可能
にされることを示す。たとえば、ＩＭＲ１は０ｍｓに位置し（falls at 0ms）、ＩＭＲ２
は５ｍｓに位置する。シナリオ３は、２つのＩＭＲが５ｍｓグリッド上に位置しないので
、ＩＭＲが可能にされないときの一例を示している。
【００５８】
　[0073]上述のように、ｅＩＭＴＡを使用すると、実際のトラフィックニーズに基づいて
、および／または干渉管理のために、ＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成を動的に適応
させることが可能であり得る。たとえば、短い持続時間中に、ダウンリンク上で大きいデ
ータバーストが必要とされる場合、サブフレーム構成は、たとえば、６つのＤＬサブフレ
ームと４つのＵＬサブフレームとを有する構成＃１から、９つのＤＬサブフレームと１つ
のＵＬサブフレームとを有する構成＃５に変更され得る。場合によっては、ＴＤＤ構成の
適応は６４０ｍｓよりも遅くならないことが予想される。極端な場合、その適応は１０ｍ
ｓ程度に高速になり得る。
【００５９】
　[0074]場合によっては、ｅＩＭＴＡの場合、２つのサブフレームセットのいずれかのた
めの別個のチャネル状態情報（ＣＳＩ）測定／報告を可能にするために、最高２つのサブ
フレームセットがＵＥ固有にシグナリングされ得る。しかしながら、２つのタイプのサブ
フレームについてのＣＳＩ測定／報告をサポートするために、（すべてのＩＭＲが５ｍｓ
グリッド上に位置するという）第１のＩＭＲ制約は、ｅＩＭＴＡの場合、取り除かれる必
要があり得る。したがって、少なくともｅＩＭＴＡ対応ＵＥの場合、この制約がいつ取り
除かれ得るかを定義する必要があり得る。
【００６０】
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　[0075]図１０に、本開示の態様による、ワイヤレス通信のための例示的な動作１０００
を示す。態様によれば、動作１０００は、基地局（たとえば、ｅノードＢ）によって実行
され得る。
【００６１】
　[0076]動作１０００は、１００２において、ユーザ機器（ＵＥ）に第１のアップリンク
／ダウンリンク（ＵＬ／ＤＬ）サブフレーム構成をシグナリングすることから開始する。
１００４において、ＢＳは、第２のＵＬ／ＤＬサブフレーム構成を動的にシグナリングす
る。１００６において、ＢＳは少なくとも第１および第２の干渉測定リソース（ＩＭＲ）
でＵＥを構成し、ここにおいて、第１および第２のＩＭＲのうちの少なくとも１つは、Ｉ
ＭＲが周期的に発生するサブフレームに限定されるという制約を受けない。
【００６２】
　[0077]図１１に、本開示の態様による、ワイヤレス通信のための例示的な動作１１００
を示す。態様によれば、動作１１００は、ＵＥによって実行され得る。
【００６３】
　[0078]動作１１００は、１１０２において、基地局（ＢＳ）と通信するための第１のア
ップリンク／ダウンリンク（ＵＬ／ＤＬ）サブフレーム構成のシグナリングを受信するこ
とから開始する。１１０４において、ＵＥは、ＢＳから第２のＵＬ／ＤＬサブフレーム構
成の動的シグナリングを受信する。１１０６において、ＵＥは少なくとも第１および第２
の干渉測定リソース（ＩＭＲ）の構成を受信し、ここにおいて、第１および第２のＩＭＲ
のうちの少なくとも１つは、ＩＭＲが周期的に発生するサブフレームに限定されるという
制約を受けない。
【００６４】
　[0079]本開示のいくつかの態様によれば、ＩＭＲに対する１つまたは複数の制約は取り
除かれ得る。たとえば、場合によっては、ＩＭＲが５ｍｓグリッドに従わなければならな
いという制約は、ｅＩＭＴＡ対応ＵＥについて取り除かれ得る。場合によっては、この制
約は、（ＵＬからＤＬおよびその逆に動的に変更され得る指示をもつサブフレームを指す
）フレキシブルサブフレーム中でのみ取り除かれ得る。しかしながら、場合によっては、
レガシーユーザを適用させるのを助けるために、すべてのＩＭＲが５ｍｓグリッド上に位
置することを必要とし続けることは有益であり得る。
【００６５】
　[0080]しかしながら、レガシーＵＥによって認識されないフレキシブルサブフレーム１
２０２など、ＳＩＢ１シグナリングされた構成中で（in a SIB1 signaled configuration
）ＤＬサブフレームに指定されないサブフレーム中に第２のＩＭＲ（ＩＭＲ－２）を配置
することが可能であり得る。たとえば、図１２は、５ｍｓグリッドに従わないフレキシブ
ルサブフレーム１２０２中にＩＭＲ－２を配置する（place）ことが可能であり得ること
を示している。いくつかの態様によれば、非ＳＩＢ１サブフレーム中にＩＭＲ－２を配置
することは、ｅＩＭＴＡをサポートすることが可能なＵＥに２つのＩＭＲ構成だけが適用
することを保証し得る。
【００６６】
　ＣＳＩ報告衝突処理
　[0081]上述のように、ｅＩＭＴＡは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）測定および報告にお
いて問題を生じ得る。
【００６７】
　[0082]たとえば、いくつかのサブフレーム構成およびＣＳＩ報告構成の場合、異なるＣ
ＳＩ報告プロセスのためのＣＳＩ測定値が（本明細書では「衝突」と呼ぶ）同じＵＬサブ
フレーム中で報告されるように構成され得る。これは、たとえば、１つのＵＬサブフレー
ム中で単一の報告のみが送られ得るシナリオにおいて問題を提示し得る。本開示の態様は
、どの測定値が報告されるべきであるかに優先度を付けるための技法を提供する。
【００６８】
　[0083]さらに、様々な理由により、ＵＥは、ＣＳＩ測定を実行するために有効なＤＬサ
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ブフレームを検出することができないことがある（または有効なＤＬサブフレームがない
ことがある）。たとえば、ｅＩＭＴＡにより、ＣＳＩ測定のためのリソースを搬送するよ
うに構成されたＤＬサブフレームは、ＵＬサブフレームに動的に変更され得る。本開示の
態様は、現在のサブフレーム構成が現在のＣＳＩ構成に一致せず（または「衝突し」）、
それにより「衝突」とも考えられ得るような場合に、ＣＳＩをどのように報告すべきかを
決定するための技法を提供する。
【００６９】
　[0084]図１３に、本開示の態様による、ワイヤレス通信のための例示的な動作１３００
を示す。動作１３００は、たとえば、ｅＩＭＴＡをサポートすることが可能なＵＥによっ
て実行され得る。
【００７０】
　[0085]動作１３００は、１３０２において、基地局（ＢＳ）と通信するための第１のア
ップリンク／ダウンリンク（ＵＬ／ＤＬ）サブフレーム構成のシグナリングを受信するこ
とから開始する。１３０４において、ＵＥは、少なくとも２つのサブフレームセットを示
す少なくとも１つのチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告構成のシグナリングを受信し、ここ
で、各サブフレームセットは干渉測定リソース（ＩＭＲ）構成に関連する。１３０６にお
いて、ＵＥは、アップリンクサブフレーム中の少なくとも２つのサブフレームセットにつ
いてのＣＳＩ報告の衝突を検出する。１３０８において、ＵＥは、アップリンクサブフレ
ーム中のＣＳＩ報告のために少なくとも２つのサブフレームセットからの１つのサブフレ
ームセットに優先度を付ける。１３１０において、ＵＥは、優先度付けに基づいてアップ
リンクサブフレーム中でＣＳＩを報告する。
【００７１】
　[0086]上記で説明したように、２つのサブフレームセットについての周期ＣＳＩ報告も
、ｅＩＭＴＡの下でサポートされ得る。いくつかの態様によれば、２つのサブフレームセ
ットについてのＣＳＩ報告間の衝突がある（すなわち、各サブフレームセットが、同じＵ
Ｌサブフレーム中で報告するように構成された）とき、サブフレームセットのうちの一方
は、報告するための優先度を与えられ得る。
【００７２】
　[0087]場合によっては、（再構成され得る「フレキシブル」サブフレームとは対照的に
、ＤＬサブフレームとして「固定された」サブフレーム上で測定されるべきＣＳＩをもつ
）固定サブフレームセットＣＳＩは、より高い優先度を与えられ得る。これは、ＰＵＣＣ
Ｈ上で送られる周期ＣＳＩ報告の場合、１つの報告のみがＰＵＣＣＨ上で送信され得、す
べての他の報告がドロップされ得るので、必要であり得る。
【００７３】
　[0088]本開示の態様は、周期ＣＳＩプロセス間の衝突が検出されたときの報告に優先度
を付ける異なるオプションを提供する。たとえば、コンポーネントキャリア（ＣＣ：comp
onent carrier）内の衝突の場合、優先度付けは、以下の順序に基づいて実行され得る。
最初に報告タイプ（たとえば、ＲＩ／ＰＴＩ／ＣＱＩ）を考慮し、次いでＣＳＩサブフレ
ームセット（たとえば、ＣＳＩ０またはＣＳＩ１）を考慮し、次いでＣＳＩプロセスイン
デックスを考慮する。様々なＣＣにわたる衝突の場合、キャリアアグリゲーション（ＣＡ
：carrier aggregation）を用いたｅＩＭＴＡのために、優先度付けはまた、特定のＣＣ
を考慮し得る。たとえば、ＣＡ　ｅＩＭＴＡのための優先度付けは、以下の順序に基づい
て実行され得る。最初に報告タイプを考慮し、次いでＣＳＩサブフレームセットを考慮し
、次いでＣＳＩプロセスインデックスを考慮し、最終的にＣＣインデックスを考慮する。
いくつかの態様によれば、固定サブフレームについてのＣＳＩ報告はＣＳＩプロセスＩＤ
＃０と見なされ得、それにより、既存の衝突処理ルールがｅＩＭＴＡのために再利用され
ることを可能にし得る。
【００７４】
　[0089]図１４に、ＣＳＩ報告のための２つのサブフレームセット間の衝突の一例を示す
。図示の例では、第１のサブフレームセット（サブフレームセット１）は１０ｍｓ報告周
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期性を有し、サブフレーム２、１２、２２などにおいてＣＳＩ測定値を報告するために構
成される。第２のサブフレームセット（サブフレームセット２）は５ｍｓ　ＣＳＩ報告周
期性を有し、サブフレーム２、７、１２、２２などにおいてＣＳＩ測定値を報告するよう
に構成される。したがって、図示のように、サブフレームセット１および２は両方とも、
サブフレーム２、１２および２２中でＣＳＩを報告するように構成され、その結果、衝突
を生じる。
【００７５】
　[0090]上述のように、両方のサブフレームセットが同じＵＬサブフレーム中でＣＳＩ測
定値を報告するように構成されたとき、サブフレームセット間の衝突が発生し得る。この
衝突を解決するために、ＵＥは、衝突するＵＬサブフレーム中のＣＳＩ報告のためにどの
サブフレームセットが優先度を付けられるべきかを決定し得る。１つのサブフレームセッ
トのみ（たとえば、サブフレームセット２）が特定のＵＬサブフレーム（たとえば、ＵＬ
　ＳＦ７、１７、および２７）内でＣＳＩ測定値を報告するように構成されたとき、衝突
は発生せず、ＵＥは、そのサブフレームセットについてのＣＳＩを報告し得る。
【００７６】
　[0091]周期ＣＳＩ（Ｐ－ＣＳＩ：periodic CSI）報告と非周期ＣＳＩ（Ａ－ＣＳＩ：ap
eriodic CSI）（すなわち、非周期）報告の両方のために、ＵＥは、ＣＳＩを測定するた
めに（基準信号のために割り振られたリソースをもつ）有効なＤＬサブフレームを必要と
し得る。たとえば、ＤＬサブフレームが、特定のＵＥのためのダウンリンクサブフレーム
として構成され、その特定のＵＥのための構成された測定ギャップ内に入らず、ＣＳＩ報
告にリンクされたＣＳＩサブフレームセットの要素である場合、そのＤＬサブフレームは
有効であると見なされ得る。いくつかの態様によれば、サービングセル中にＣＳＩ測定の
ための有効なダウンリンクサブフレームがない場合、（そのＣＳＩが報告されていたであ
ろう）対応するアップリンクサブフレーム中でサービングセルについてのＣＳＩ報告が省
略され得る。
【００７７】
　[0092]いくつかの態様によれば、通常ＴＤＤ動作の場合、ＤＬサブフレームが有効であ
るかどうかを決定するパラメータは半静的に構成され得、それにより、ｅＮＢとＵＥとの
間のあいまいさを低減する。しかしながら、ＴＤＤ　ｅＩＭＴＡの場合、ＵＬとＤＬとの
間のサブフレーム指示の動的構成があり得る。ＵＥが動的構成のためのレイヤ１（Ｌ１）
シグナリングを復号することができない場合、サブフレーム指示に関して、ｅＮＢとＵＥ
との間に不整合（misalignment）が発生し、したがって、ＣＳＩ測定および報告に影響を
及ぼし得る。たとえば、ｅＮＢは、ＵＥがＣＳＩ測定を行うことを予想される少なくとも
１つのＤＬサブフレームを含む新しいサブフレーム構成をＵＥに動的にシグナリングし得
る。しかしながら、ＵＥが動的シグナリングを適切に復号することができない場合、ＵＥ
は、少なくとも１つのＤＬサブフレームがＵＬサブフレームであると考えることがあり、
ＣＳＩ測定を行うことができないことがある。
【００７８】
　[0093]ＴＤＤ　ｅＩＭＴＡの場合、ＣＳＩ測定のための様々な手法が使用され得る。１
つの手法によれば、ＵＥが再構成の明示的Ｌ１シグナリングを正しく復号し、有効なＵＬ
－ＤＬ構成を検出したとき、ＵＥは、再構成の明示的Ｌ１シグナリングによってＤＬサブ
フレームまたはスペシャルサブフレームとして示されるサブフレーム内でのみＣＳＩを測
定し得る。一方、ＵＥが無線フレームのための有効なＵＬ－ＤＬ構成を搬送するＬ１シグ
ナリングを検出しなかった場合、ＵＥは、ＳＩＢ構成によってＤＬサブフレームまたはス
ペシャルサブフレームとして示されるサブフレーム内でのみＣＳＩを測定し得、それは、
フォールバック動作と見なされ得る（すなわち、ＵＥがＬ１シグナリングを復号すること
ができないとき、ＵＥはＳＩＢ構成にフォールバックし得る）。
【００７９】
　[0094]しかしながら、ＣＳＩ報告に対する上記の手法は、ＵＥが有効なＵＬ／ＤＬ構成
を搬送するＬ１シグナリングを検出しない場合、フレキシブルＤＬサブフレームについて
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のＣＳＩが省略されることになり得る。これは、ＵＥによって報告されるＣＳＩを予想す
るが、（たとえば、上記で説明したフォールバック動作により）ＵＥからＣＳＩ報告を実
際に受信しないｅＮＢに対してあいまいさを生じ得る。これはまた、ＰＵＳＣＨデータレ
ートマッチングが、ＣＳＩ報告のためにアグリゲートされたＣＳＩビットの数とアグリゲ
ートされたＣＣの数とに大いに依存するので、特に、１つのＵＥのために構成された複数
のコンポーネントキャリア（ＣＣ）の場合、ＣＳＩがＰＵＳＣＨ上に多重化されたとき、
ＰＵＳＣＨ復号に影響を及ぼし得る。
【００８０】
　[0095]いくつかの態様によれば、ＵＥは、測定すべき有効なＤＬサブフレームを有しな
いとき、どのように報告すべきかを決定するためのアクションを取り得る。たとえば、Ｕ
Ｅは、ＣＳＩ　ＤＬ参照サブフレーム（a CSI DL reference subframe）がＤＬからＵＬ
に再構成されたとき、周期ＣＳＩ報告のために古いＣＳＩ測定値を送り得る。これはまた
、非周期ＣＳＩ（Ａ－ＣＳＩ）報告に適用され得る。たとえば、ＵＥは、ＵＥがＡ－ＣＳ
Ｉトリガを受信し、ＣＳＩ測定参照サブフレームがＤＬからＵＬに変更されたとき、前の
ＣＳＩ値または範囲外（ＯＯＲ：out-of-range）ＣＳＩ値を報告し得る。しかしながら、
これは、ＣＳＩ報告のための既存の条件（すなわち、ＣＳＩ測定値が有効なＤＬサブフレ
ームに基づくという条件）に違反し得る。したがって、もっぱらＣＳＩ報告を、ＣＳＩ測
定のために使用される有効なＤＬサブフレームの条件に基づかせないことは有益であり得
る。
【００８１】
　[0096]いくつかの態様によれば、ＵＥは、ＣＳＩ測定のための有効なＤＬサブフレーム
がないとき、ＣＳＩ報告を省略するか、前のＣＳＩ測定値を報告するか、または範囲外（
ＯＯＲ）である値で報告し得る。この新しい定義は、ＤＬ　ＨＡＲＱ参照構成（DL HARQ 
reference configuration）がＣＣ固有であるマルチＣＣ（すなわち、複数のコンポーネ
ントキャリア）にも拡張され得る。ＲＲＣ構成されたＤＬ　ＨＡＲＱ参照構成からＣＳＩ
測定のための有効なＤＬサブフレームを決定することは、ＤＬ参照構成が半静的に構成さ
れるので、ＵＥフォールバック動作中のＣＳＩ報告に関してｅＮＢとＵＥとの間の整合（
alignment）を与え得る。
【００８２】
　[0097]図１５に、本開示のいくつかの態様による、ＣＳＩ測定のために発生する衝突と
、ＣＳＩ報告のための有効なＤＬサブフレームが存在するかどうかをＵＥがどのように決
定し得るかとの一例を示す。
【００８３】
　[0098]図示の例では、サブフレーム（ＳＦ）０、１、５、および６が固定ＤＬ　ＳＦで
あり、ＳＦ２および７が固定ＵＬ　ＳＦであると仮定する。例では、残りのサブフレーム
が、動的インジケータに応じてＵＬまたはＤＬであり得るフレキシブルＳＦであるとさら
に仮定する。いくつかの態様によれば、フレームｎにおいて、ＵＥは、ＤＬ　ＳＦ０中の
フレームｎについての動的インジケータを検出し、適切に復号し得る。ＵＥは、次いで、
フレキシブルＤＬ　ＳＦ３中で測定されたＣＳＩをもつＡ－ＣＳＩをＵＬ　ＳＦ７中に報
告し得る。
【００８４】
　[0099]さらなる態様によれば、フレームｎ＋１において、ＵＥは、動的インジケータを
復号することができないことがあり、ＳＩＢフォールバック動作に入り得、ただし、フレ
キシブルＳＦ３は、ＵＬであると仮定され得るが、それは、実際はｅＮＢによってＤＬと
して使用される。この事例では、ＵＥは、ＣＳＩ報告のための有効なＤＬサブフレームが
ないと仮定し得る。ｅＮＢによって（ＳＦ３上のＣＳＩ測定のための）ＣＳＩ報告が要求
されるが、有効なＤＬサブフレームが存在しないので、既存のＣＳＩ報告条件に基づいて
、ＵＥは、ＳＦ７中にそのＣＳＩ報告を省略し得る。
【００８５】
　[0100]しかしながら、いくつかの態様によれば、図１４に示されているように、ＳＦ３
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がＤＬ　ＨＡＲＱ参照構成２に基づいてＣＳＩ報告のための有効なＤＬサブフレームであ
るので、ＵＥはＳＦ７中でＣＳＩを報告すると知り得る。したがって、ＣＳＩ報告のため
の有効なＤＬサブフレームが存在しない場合でも、ＵＥは、依然として、ＳＦ３で取られ
るＣＳＩ測定値ではなく（たとえば、古いまたはＯＯＲである測定値をもつ）ＣＳＩ報告
を送信し得る。
【００８６】
　[0101]図１６に、ＵＥがｅＩＭＴＡによりＣＳＩ報告のための有効なＤＬサブフレーム
をどのように欠くことがあるかをさらに示す。図１４に示された例の場合と同様に、図１
６に示された例は、サブフレームセット２についてのＣＳＩ測定がサブフレーム３および
８中で行われる（ＩＭＲ２はＳＦ３およびＳＦ８中にある）ように構成されたと仮定する
。この例はまた、ＤＬ　ＨＡＲＱ参照構成がサブフレーム構成２（ＤＳＵＤＤＤＳＵＤＤ
）に基づくと仮定する。
【００８７】
　[0102]第１のフレーム１６０２において、ＳＦ０～９中でダッシュによって示されるよ
うに、ＵＥは、動的インジケータ（すなわち、Ｌ１の動的にシグナリングされたｅＩＭＴ
Ａ構成（an L1 dynamically signaled eIMTA configuration））をまだ受信していないこ
とがある。この場合、ＵＥは、衝突が発生したかどうかと、有効なＤＬサブフレームが存
在するかどうかとを決定するために、ＳＩＢ１構成に依拠し得る。フレーム１６０２に示
されているように、ＳＩＢ１構成とＤＬ　ＨＡＲＱ参照構成の両方は、サブフレーム３お
よび８をダウンリンクサブフレームとして示す。したがって、この事例では、ＵＥは、Ｃ
ＳＩ測定のための有効なＤＬサブフレームを有する（それにより、衝突がないと見なされ
得る）。したがって、ＵＥは、サブフレーム３および８中でＣＳＩを測定し、その後、そ
れらの測定値に基づいてＣＳＩを報告し得る（たとえば、ＳＦ７およびＳＦ１２中でそれ
ぞれ報告し得る）。
【００８８】
　[0103]しかしながら、フレーム１６０４において、ＵＥは、（たとえば、ＳＦ構成＃６
を示す）ｅＩＭＴＡサブフレーム構成を受信し、適切に復号する。この場合、再構成は、
ＳＦ３とＳＦ８とをＤＬからＵＬに変更した。その結果、ＵＥは、ＣＳＩ報告のための有
効なＤＬサブフレームを有しない。したがって、ＵＥは（動的ＳＦ構成がＣＳＩ報告構成
と衝突するので）これを衝突と見なし、それに応じて報告し得る（たとえば、報告を省略
するか、前の測定値を報告するか、またはＯＯＲ値を報告する）。
【００８９】
　[0104]場合によっては、ＵＥは、有効なＤＬサブフレームが再び検出されるまで、この
ようにして報告し続け得る。たとえば、ＵＥは、ＣＳＩ測定のための衝突が存在するかど
うかと、有効なＤＬサブフレームが存在するかどうかとを決定するためにｅＩＭＴＡ構成
に依拠し得る。後のフレーム１６０４に示されているように、ｅＩＭＴＡ構成は、サブフ
レーム３および８をＤＬサブフレームに再び変更し得る（たとえば、再びＴＤＤ構成＃２
に戻して変更し得る）。その結果、ＵＥは、有効な現在測定値を再び報告し得る。
【００９０】
　[0105]開示したプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手法の
一例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス中のステップの特定
の順序または階層は再構成され得ることを理解されたい。さらに、いくつかのステップは
組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップの要素
を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定されるも
のではない。
【００９１】
　[0106]その上、「または」という用語は、排他的な「または」ではなく、包括的な「ま
たは」を意味するものとする。すなわち、別段に規定されていない限り、または文脈から
明らかでない限り、たとえば、「ＸはＡまたはＢを採用する」という句は、自然包括的並
べ替えのいずれかを意味するものとする。すなわち、たとえば、「ＸはＡまたはＢを採用
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する」という句は、ＸがＡを採用する場合、ＸがＢを採用する場合、またはＸがＡとＢの
両方を採用する場合のいずれによっても満たされる。さらに、本出願および添付の特許請
求の範囲で使用する冠詞「ａ」および「ａｎ」は、別段の規定がない限り、または単数形
を示すことが文脈から明白でない限り、概して「１つまたは複数」を意味するものと解釈
すべきである。項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、個々のメンバーを
含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、またはｃのうちの少
なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ－ｃ、ならびに
同じメンバーのうちの複数を含むそれらの項目の任意の組合せ（たとえば、ａａ、ｂｂ、
ｃｃ、ａａ－ｂなど）を包含するものとする。
【００９２】
　[0107]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施できるようにする
ために提供したものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らか
であり、本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請
求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに
矛盾しない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記さ
れていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味
するものである。別段に明記されていない限り、「いくつか」という用語は１つまたは複
数を指す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわたっ
て説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は、参照により本明細
書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、本明細書に開
示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかど
うかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が「た
めの手段」という句を使用して明示的に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンク
ションとして解釈されるべきではない。
【００９３】
　[0108]上記で説明した方法の様々な動作は、対応する機能を実行することが可能な任意
の好適な手段によって実行され得る。それらの手段は、限定はしないが、回路、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを含む、様々な（１つまたは複数の）ハー
ドウェアおよび／またはソフトウェア構成要素および／またはモジュールを含み得る。
【００９４】
　[0109]たとえば、受信するための手段は、図６に示されたユーザ機器６５０の受信機（
たとえば、受信機６５４ＲＸ）および／あるいは（１つまたは複数の）アンテナ６５２を
備え得る。検出するための手段および優先度を付けるための手段は、ユーザ機器６５０の
ＲＸプロセッサ６５６および／またはコントローラ／プロセッサ６５９などの１つまたは
複数のプロセッサを含み得る処理システムを備え得る。報告するための手段は、ユーザ機
器６５０の送信機（たとえば、送信機６５４ＴＸ）および／または（１つまたは複数の）
アンテナ６５２を備え得る。
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